
島　　根　　県　　松　　江　　市

松江東工業団地内発掘調査報告書

文化財愛護
シンボルマーク

三＿＿、真二妻≡二三∴美幸‡享

『◎◎◎辱詞周

三　　三　　〒

三三〒妻三享妻責妻



［



池ノ奥窯跡3号土壌出土・土馬（赤色塗彩）

池ノ奥A遺跡出土・須恵質土製支脚（左）・円面硯（右）

e



享三幸≡　二手羞三∵二≒壬三言－＝

池プ奥A遺跡

池プ奥窯跡群



次

第7節　池ノ奥A遺跡

1．調査に至る経緯

2．調査の概要

3．遺物の検討

4．小結

附編　池ノ奥A遺跡G区出土（第5層）の黒曜石片の性質とその産地

の同定

第8節　池ノ奥窯跡群

1．調査の経過について

2．遺跡の立地と周辺の窯跡について

3．調査の概要

4．小結

第4章　自然科学的考察

第1節　松江東工業団地内遺跡群出土の土器に塗布された赤色顔料物質26試

料の微量化学分析

武庫川女子大学薬学部　　安田　博幸，森　眞由美

第2節　池ノ奥窯跡群，および，その周辺の遺跡出土須恵器の蛍光Ⅹ線分析

奈良教育大学　　三辻　利一

第3節　池ノ奥窯跡の熱残留磁気による年代測定

島根大学理学部　　伊藤　晴明，時枝　克安

第4節　朝酌地区炉田遺跡出土鉄浮の調査

日立金属㈱安来工場　　清永　欣吾

第5節　地質・鉱物学的にみた大井周辺出土の土師器および須恵器片

ーその原料土をめぐって一

島根大学教育学部　　三浦　　清

第5章　ま　と　め（総括）－

Ⅱ－　5

Ⅱ－　7

Ⅱ－　7

Ⅱ－　54

Ⅱ－　57

Ⅱ－　59

Ⅱ－　91

Ⅱ－　93

Ⅱ－　97

Ⅱ－100

Ⅱ－234

Ⅱ－383

Ⅱ－385

Ⅱ－391

Ⅱ－419

Ⅱ－427

Ⅱ－445

Ⅱ－457



池 ノ 真 A 遺 跡



池　ノ　奥　A　遺　跡

1．調査にいたる経緯

本遺跡は，大井町の大谷川水系上流部に位置する北西から南東に伸びる小さな谷間の西方

南向き斜面に所在する。標高は32～45mを測り，原状は雑木林である。

当初（昭和57年度）の分布調査では，須恵器片が点々と散布しているのが認められた。ま

た，この谷間の東方入口にある溜池西側に存する開墾地跡の谷底平坦地および南向き緩斜面

には，池ノ奥窯跡が所在し，本遺跡も窯跡の可能性があるのではと思われた。したがって，

調査は南向き斜面に4本のトレンチ（A－1。2。3，B－1。2，C，D）を設けて，窯

の有無を確かめることから開始した。

2．調査の概要

調査は，昭和62年4月2日から昭和62年8月31日までのうち，計92日間を要して実施した

B－2トレンチ以外では，遺物も極わずかしか出土せず，遺構も確認されなかった。しか

し，B－2トレンチ北端からは，土師器片がまとまって出土し，窯以外の遺構があるのでは

と考えられた。よって，B－2・トレンチ北側の緩斜面に新たに2本のトレンチ（E，F）を

設け，遺物の出土状況により拡張し，3つの区（E，F，G）に設定し直した。さらに東側

池ノ奥窯跡との問の平坦面（山林伐開時の重機による削平），および，その北側の斜面に3

本のトレンチ（H，I，J）を設定した。また，B－2トレンチ，E，F，G区については，



西側に拡張区を追加して調査を行なった。（第1図）

＜A－1トレンチ＞

旧堤の北側急斜面に設定した14×2仇のトレンチである。遺構は検出されなかった。

土層について（第3図）

表土層9～72cm，第2層明茶褐色土7～54cm，第3層やや暗い褐色土20～62cm，第4層褐

色弱粘性土（礫，転石多量混入）15～64cm，牒5層暗褐色土8～40cmを測り，第6層赤褐色

土で地山に至る。

各層出土の遺物について

出土遺物は第3層より須恵器の賓，杯身，高台付坑輪状っまみ及び擬宝珠状っまみの杯

蓋の破片が発見された。

O

S＝1／3忘忘』の
第2図　出土遺物実測図

この内，図に示したものは杯蓋で，天井部はやや丸

味を持ち，擬宝珠状つまみを有し，・口縁部内側にかえ

りを有する。色調は灰色，胎土は密である。柳浦編年
註1
1式に属する。（第2図1）

＜A－2トレンチ＞

10×2mのトレンチである。遺構は検出されなかった。

土層について（第3図）

表土層15～40cm，第2層明茶褐色土15～38。皿，第3

層やや暗い褐色土4～30cm，第4層黒色土18～36cm，第5層褐色弱粘性土（礫，転石多量混

入）27～51cm，第6層暗褐色土8～21cm，第7層暗紫褐色土9～30cmを測り，第8層赤褐色

土で地山に至る。

各層出土の遺物について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

出土遺物は第2層より土師器の亀第5層より須恵器の高台付坑第6層より土師器の監

須恵器の口縁部内側にかえりを有する杯蓋の破片が発見された。

＜A－3トレンチ＞

9×2mのトレンチである。遺構は検出されなかった。

土層について（第3図）

表土層10～40cm，第2層赤茶褐色土21～74cm，第3層明茶褐色土4～27cm，第4層黒色土

24～63cm，第5層褐色弱粘性土（凰転石多量混入）18～32cm，第6層暗褐色土4～36cmを

測り，第7層赤褐色土で地山に至る。

各層出土の遺物について

－8－
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出土遺物は第3層より須恵器の琢蓋の破片が発見された。琢蓋は天井部は静止糸切りでほ

ぼ平ら，輪状っまみを有し，口縁部付近で屈曲して下る。外面天井部にへラ記号有り。内外

面に重ね焼き痕有り。柳浦編年3式に属する。（第2図　2）

＜B－1トレンチ＞

旧堤の北側斜面の淵に設定した12．5×2mのトレンチである。遺構は検出されなかった。

土層について（第3図）

表土層10～30cm，第2層褐色弱粘性土（礫，転石少量混入）9～43cm，第3層褐色弓封占性土

（礫，転石多量混入）4～46cm，第4層黒褐色土12～56cm，第5層茶褐色土63cmを測り，第

6層赤褐色土で地山に至る。

＜B－2トレンチ＞

15×2mのトレンチである。

土層について（第21図）

表土層7～25cm，第

2層褐色弱粘性土（礫，

転石少量混入）11～28

cm，第3層やや暗い褐

色土4～18cm，第4層

褐色弱粘性土（礫，転

石多量混入）10×35cm

を測り，第5層赤褐色

土で地山に至る。

遺構について

SKO3（第4図）：

第4層上面の西端で西

拡張区と接して検出さ

れた。平面プラの略方形

で上端95×90cm，下

端65×60cm，深さ33

cmを測る。断面は逆台

形をしており，土壌の

C／
I　炭土（炭やや少量）
Ⅱ　〝　（炭多量）

m　〝　（炭少量）
Ⅳ暗褐色土

A L＝38．50
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

1m

第4図　SKO3平面図

床面はほぼ平らで，直

径10～19cmのピットが5穴あった。堆積土は炭土で，壁面は茶褐色土で焼けてはいなかった。
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遺物は下端東側より小形粗製手捏土器2点を怨型手捏土器が覆い隠すように傭伏せた状態で

出土した。上端南側より土師器の甑の破片，同じく東側より土師器の壷の細片，その下より

土玉が出土した。怨型手捏土器（3）は口径11．4cm，器高8．8cmを測り，底部は深く，平

らであり，僅かに内攣して口縁部に至り，端部は鋭い。内外面に粘土継目痕と焼け痕が認め

られる。色調は黄褐色，胎土は密である。小形粗製手捏土器（4，5）は口径2．8cmと2．6

cm，器高1．7cmと1．6cnを測る。色調は淡赤褐色，胎土は密。甑片（6）は磨耗が激しく調

整は不明，口径15cm，残存高5．7cmを測る。壷片（7）は磨耗が著しく，調整は判明しなか

ったが，内面に爪を押しつけた痕を2箇所確認できた。色調は内面淡黄褐色，外面淡赤褐色。
ュ

土玉（8）は直径3．1cm，器高3cm，重量24．759を測り，色調は黄褐色。

出土遺物より判断して，自然神の鎮魂の祭祀を行った土壌と思われる。その時期は不明で

ある。

各層出土の遺物について

出土遺物は第2層より須恵器の杯蓋の破片，第4層より土師器の賓，竃，黒曜石片が出土

した。9は賓の口縁部であり，内面へラ削り，外面調整不明，他は横ナデ。黒曜石片（10）

には加工痕は見当たらなかった。またE区出土の高台付琢（90）とセット関係になるものと

囁

／／7
／／

′／

第5図　SKO3出土遺物
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思われる杯蓋を表採。琢蓋（11）は天井部に

丸味を持ち，輪状っまみを有し，口縁部内側

にかえりを有す。つまみ付近に櫛状工具によ

る刺突痕有り。

＜Cトレンチ＞

池の北側急斜面にT字形に設定した中の縦

部分で5．5×3mのトレンチである。遺構は

検出されなかった。

土層について（第3図）

表土層11～20cm，第2層明褐色土25～45cm

を測り，第3層赤褐色土で地山に至る。

くりトレンチ＞

T字形に設定した中の横部分で20×2mの

トレンチである。遺構は検出されなかった。S＝1／1

土層について（第3図）　　　　　　　　　　　第6図　日－2、Pトレンチ出土遺物

表土層12～36cm，第2層明褐色土12～88cm，第3層褐色粘性土52cmを測り，第4層赤褐色

土で地山に至る。

各層出土の遺物について

出土遺物は第2層より須恵器の蜜，杯蓋，相の破片である。

この内，図に示したものは口径5．8cm，残存高2．8cmを測り，内外面にへラ傷を有する柑

（12）である。色調は暗灰色，胎土は密である。

窯の存在を想定して設定したA，B，C，Dトレンチであったが，残念ながら検出できな

かった。

＜E　区＞
F

B－2トレンチ北側の緩斜面に設定した15×6m′のグリッドである。

土層について（第21図）

表土層9～40cm，第2層明茶褐色土12～30cm，第3層褐色弱粘性土（礫，転石少量混入）

10～32cm，第4層やや暗い褐色土8～30cm，第5層褐色弱粘性土（磯，転石多量混入）14～

56cm，第6層明黄褐色土8～18cmを測り，第7層赤褐色土で地山に至る。

遺構について

検出した遺構は，土壌2基（SKOl，02主　焼土2，土器群2であった。

－13－
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SKOl（第7図）：第4層上面で検

出された。平面プラン隅丸長方形，上

端で120×75cm，下端で102×68cm，

深さ24cmを測る。断面は逆台形で床面

ははぼ平らである。直径8～12cmのピ

ットが4穴あった。堆積土は上層茶褐

色土（炭少量混入）9cm，中層暗茶褐

色土（炭多量混入）4．5～10cm，下層

赤味を帯びた茶褐色土5～10cm，壁面

床面共に焼け痕はなく，焼土もなかっ

た。遺物は出土しなかった。この土壌

がどういう性格のものかは不明である。

SKO2（第8図）：第4層上面で検

出された。平面プラン略長方形，上端

で75×66cm，下端で55×54cm，深さ10

～18cmを測る。堆積土は，やや暗い褐

色土である。出土遺物は須恵器の賓，

高台付杯，杯蓋である。賓（13）は残

存高31．9cmを測り，下4分の1を残

している。内面円弧叩き，外面体部平

行叩き，外面底部叩きの後カキ目調整。

色調は青灰色，胎土は密である。高台

付琳（14）は底部静止糸切り，外八の

字形の高台を付す。外面底部にへラ記

号有り。柳浦編年4式に属する。杯蓋

（15）は天井部に丸味を持ち，輪状っ

まみを有し，つまみ周辺にへラ削りを

施し，口縁部内側にかえりを有す。色

調は灰色，やや軟質である。柳浦編年

1式に属する。

この土壌の性格は不明であるが，出



土遺物から7世紀中より8世紀後半に埋納されたものと思われる。

焼土：第4層下面で2箇所検出された。大きさ1．4×1．1m，1×0．7m，厚み3～8cm，

2～8cmであり，焚火をした可能性も考えられるかもしれない。

土器群（第10図）：第4層上面，調査区中央北側寄りから2箇所検出した。

（A）1・7×1．3mの範囲に集中した状態で，ほぼ水平に遺物が検出された。出土遺物は須

恵器の盤（35）を下にして鉢（29），琢身3点（23，22，16）の順で5段に重ねたもの（I）。

杯身2段重ね（17，27）の上に盤（36）をのせた3段重ね（Ⅱ）。杯身の2段重ね（18，28）

（Ⅲ）。鉢（30）の内に爪痕をっけた杯身（19）を置いたもの（Ⅳ），鉢の2段重ね（33，

31）の内に杯身（20）を立懸けたもの（Ⅴ）。丹塗土師器の盤（37）の上に須恵器の杯身

（24）を置いた2段重ね（Ⅵ）。傭伏せプ調塗土師器の盤（38）と接するように並んだ琢身2点

（26，25）（Ⅶ）。丹塗土師器の琢身。大小2点の甑。鉢2点。婆，壷である。

杯身（16～21）は底部静止糸切り，22は底部回転糸切り，口縁部付近にくびれを有す。23

は底部静止糸切り，24は底部回転糸切り，口縁部はほぼ垂直に上り，口縁部内側に微かな稜

を成す。25は底部静止糸切り，26は底部回転糸切り，口縁部は内偵する。柳浦編年4式に属

する。27は底部静止糸切り後ナデ，口縁部付近にくびれを有す。28は底部回転糸切り後へラ
l

状工具でナデ調整，口縁部付近に薄い沈線あり。柳浦編年3式に属する。鉢（29）は底部回

転へラ削り，内攣して上り，口縁部付近にU字形の沈線，口縁端部付近に薄い沈線を施す。

30は口縁部は内攣し，端部付近に1条の沈線を施す。31，32は底部回転へラ削り，内攣して

上り，口縁部付近で内偵する。33は底部回転へラ削り，内攣して伸び，口縁部はほぼ垂直に

上る。34は平底で，底部周辺にへラ削りを施し，内攣して伸び，口縁部はゆるやかに外反す

る。盤（35）は底部静止糸切り後回転ナデ，高台はほぼ垂直に下り，口縁部付近より微かに

外反して端部に至る。36は焼成不良で底部の調整不眠　外八の字形の高台を付し，休部は内

ー15－



攣して伸びる。月塗土師器の盤（37）は底部へラ切り後回転ナデ，外八の字形の高台を付し，

内攣して伸び，口縁端部に至る。38は底部静止糸切り，垂直に下る高台を付し，内攣して伸
註2

び，口縁端部に至る。国庁3形式に属する。月塗土師器の杯身（39）は底部静止糸切り，底部

付近に削りを施し，はぼ直線的に伸び，口縁端部に至る。甑（40）は底部に円孔が4穴穿れ

体部中央に外上方に伸びる1対の把手を有し，口縁部はゆるやかに外反する。内面へラ削り，

外面パケ目調整，他は横ナデ。41は底部に角孔が穿れている。内面へラ削り，外面パケ目調

整。壷（42）は磨耗のため内面の調整不明，外面はパケ目調整，他は横ナデ。外面に煤付着。

43は壷の底部である。．内面へラ削り，外面調整不明。内外面に焼け痕有り。44は賓である。
t

内面へラ削り，外面パケ目調整，他は横ナデ。外面に煤付着。

（B）2．1×1mの範囲に横一列に大小の甑，相，僻伏せにした鉢と壷を人為的に並べられ

A L＝39・00

かヽ通、、b

飽海　C酔　哩輸

A／

鮨嘩
〔土器群B〕

莞艶師器′血包　め
－．．A！

◎

甑

第10図　土器群平面図

Ⅴ

丹塗土師器
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た状態で検出された。その他の出土遺物は須恵器の高台付杯，丹塗土師器の琢身である。

45，46は甑である。45は底部に円孔が4穴穿れている。内面へラ削り，外面磨耗のため調

整不明。46は内外面磨耗のため調整不明。増（47）は口頚部は外傾して伸び，口縁端部に至

る。口縁部付近にへラ状工具による波状紋が1条施されている。鉢（48）は底部回転糸切り，

内攣して伸び，口縁端部に至る。49は底部回転糸切り，底部周辺にへラ削りを施し，内攣し

て伸び，口縁部付近で内傾する。壷（50）は底部平行叩き後カキ目調整，体部は平行叩き，

但し最大径付近は叩き後横ナデ，肩部は平行叩き，内面下半分は円弧叩き，その他は構ナ荒

底部に焼き台付着。高台付杯（51）は底部へラ切り，外八の字形の高台を付し，外上方に伸

び，口縁部は垂直に上る。色調は青灰色，胎土は密で3mまでの白色砂粒を多量に含む。柳

浦編年1式に属する。丹塗土師器の杯身（52）は底部糸切り，外上方に伸び，口縁部付近で微

かに外反して端部に至る。53は糸切りを施した平底である。国庁3形式に属する。

出土状態から埋納と，窯跡に近接しているため，土器の仕分け場とを想定したが，精査し

た結果その痕跡は認められなかった。これらの土器群の性格としては，祭祀遺構が考えられ

るが，如何なる祭祀を行ったものかは不明である。また出土状態を検討すると祭祀の執り行

われた場所はこの地点で，土器群は祭祀終了後に置き捨てられたものと思われる。時期は

（A）8世紀前より末まで，（B）7世紀中より8世紀末までである。

各層出土の遺物について

出土遺物は第2層より須恵器の塚蓋，琢身，高台付杯がある。第3層より須恵器の杯蓋，

小壷，土師器の土製支脚，把手，寛永通宝がある。第4層より須恵器の杯蓋，琢身，高台付

杯，低脚塚，高杯，鉢，壷，婆，甑，土師器の壷，蜜，土製支脚，竃，把手，土玉がある。

杯蓋（54）は天井部と口縁部の中間にわずかな稜を成し，稜の上下に沈線を施す。口縁端
註3

部にかすかな段を有す。山本編年Ⅲ期に属する。55，56は天井部は平らで，輪状つまみを有

し，口縁部内側にかえりを有す。55は高く，しっかりした輪状つまみである。56は天井部内

面に爪痕有り。57は天井部へラ切り，平らで中央に粘土塊が貼付いている。口縁部内側にか
F

えりを有す。58～62は天井部に輪状つまみを有し，口縁部は屈曲して下る。60はつまみ中央

にへラ記号有り。61はつまみの端部は平坦，つまみ中央にへラ記号有り。62はつまみ中央に

静止糸切り痕有り。63～69は天井部に輪状つまみを有す。69は内面に「－」外面に「×」の

へラ記号を有す。70は口縁部内側にかえりを有する。71は天井部へラ切り，体部は直線的に

下り，ロ縁端部に至る。口縁部に歪み有り。杯身（72）の受部は外上方に伸び，端部はやや角

ぼっている。立ち上りは内伸し，端部は鋭い。山本編年Ⅲ期に属する。　73，74は底部へラ

切り，内攣して伸び，口縁部付近にくびれを有す。74の内面底部にへラ記号有り。75は底部
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第11図　土器群A出土遺物
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第12図　土器群A出土遺物
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40のスケール

土器群B

10（Ⅶ
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

第13図　土器群A・B出土遺物

－20－



0　　　　　　10　　　　　20cm

45のスケール

0　　　　　　　　　　　　　10C椚

50のスケール

へラ切り後ナデ，底部付近に4条の沈線を施す。体部は内攣して伸び，口縁部はほぼ垂直に

上る。76は底部へラ切り後ナデ，内攣して伸び，口縁端部に至る。口縁部内側にくびれを有

す。外面底部にへラ記号有り。77は底部静止糸切り，内攣して伸び，口縁部は内偵する。外

面底部に指痕有り。78は底部静止糸切り，内攣して伸び，一口縁端部に至る。口縁部に1条の

沈線を施す。79，80は底部回転糸切り，内攣して伸び，口縁部付近にくびれを有す。高台付

杯（81，82）は底部へラ切り後回転ナデ，外八の字形の高台を付し，内攣して伸び，口縁端

部に至る。83，84は底部へラ切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，内攣して伸び，口縁部

はほぼ垂直に上る。84は外面底部にへラ記号有り。85，86の内面底部にへラ記号有り。87は

底部へラ切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，体部は直線的に伸び，口縁端部に至る。88

は底部へラ切り，短い高台を付す。89，90は底部へラ切り後ナデ，ほぼ垂直に下る高台を付

す。89は外面底部にへラ記号有り。90は外面底部に櫛状工具による刺突痕有り。91は底部へ

ラ切り，高台は欠損，内攣して伸び，口縁端部に至る。92はいびっである。底部はへラ切り

後回転ナデ，ほぼ垂直に下る高台を付し，内攣して伸びる。体部に薄い沈線を1条施す。93

～96は底部静止糸切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，内攣して伸びる。96の口縁部はほ

ぼ垂直に上る。内面底部にへラによる掻き痕有り。93の外面底部にへラ記号「七」有り。95

の外面底部にへラ記号有り。97は底部回転糸切り，ほぼ垂直に下る高台を付し，体部ははぼ

直線的に下る高台を付し，休部はほぼ直線的に伸び，口縁端部に至る。内外面底部にへラ記

号「与」「七」有り。98～100は底部静止糸切り，外八の字形の高台を付し，体部は内攣し

て伸びる。101～103は低脚杯である。101の師部はいびっである。底部はへラ切り後ナデ，
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脚付近にへラ状工具による横ナデ。高塚（104，105）は脚部の2方向にへラによる切込み

が貫通しており，105は裾部付近で外方に長く伸び屈曲して下る。106は脚部に2条の薄い

沈線を施す。短頸壷（107）は底部へラ切り後ナデ，はぼ平坦で，休部は内攣して伸び，口

縁部はほぼ垂直に上る。108，109の底部は静止糸切り，110の底部に糸切り痕を残す。

111は短頸壷の蓋である。天井部へラ切り，周辺をへラ削り，内攣して下り，口縁部はかす

かに外反する。112は丸底の壷である。内面底部に円弧叩き，外面底部に平行叩き，体部に

パケ目調整，他は横ナデ。全高の3分の2付近に把手痕あり。113は内面円弧叩き，外面平

行叩き，底部は叩き後パケ目調整，他は横ナデ。114，115は壷の底部である。114の外面
t

にはへラ記号有り。婆（116）は内面円弧叩き，外面平行叩き調整。婆（117）の口頚部は

直線的に伸び，口縁部は外反する。口頸都に2条の沈線を施す。118～121は丹塗の土師器

である。118は盤である。底部はへラ切り後ナデ，はぼ垂直に下る高台を付し，内攣して伸

び，口縁端部に至る。119は杯身で平底，体部は直線的に伸び，口縁端部に至る。120の底

部は静止糸切り，内攣して伸び，口縁端部に至る。121は杯身の底部である。122～125は

婆の口縁部である。126，127は壷の口縁部である。127の外面に焼け痕有り。128～132

は土製支脚である。133～135は竃である。136～138は丸形の土玉である。139は円筒形

の土玉である。寛永通宝は140である。

＜F　区＞

緩斜面に設定した15×31札のグリットである。

土層について（第21図）

表土層6～30cm，第2層やや明るい褐色土10～22cm，第3層炭土11～25cm，第4層暗褐色

土6～25cm，第5層明茶褐色土14～30cm，第6層明茶褐色土（礫，転石多量混入）61～85cm，

第7層褐色弓封占性土（礫，転石少量混入）12～37cm，第8層やや暗い褐色土10～40cm，第9

層褐色弓封占性土（礫，転石多量混入）38～70cm，第10層明黄褐色土11cmを測り，第11層赤褐

色土で地山に至る。

遺構について

調査区北東部，第5層より須恵器の輪状つまみの琢蓋が6点，ほぼ南北の方角に並んで出

土した。北から順に141～146となる。141は口径15．8cm，器高2．8cmを測り，天井部は

平たく，周辺をへラ削りし，口縁部は屈曲して下る。色調は青灰色，胎土は密である（柳浦

編年3式）。142は口径19cm，器高3cmを測り，天井部は平たく，周辺をへラ削りし，口縁

部内側にかえりを有す。色調は濃青灰色，胎土はやや粗い（柳浦編年1式）。143は口径

17．4cm，器高3．5cmを測り，天井部は丸味を持ち，天井部から口縁部付近までへラ削りし，
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第18図　E区各層出土遺物（41
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I　表土
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土器溜り
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生活用具のみの

土器群
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－・・・L＝44．00

ミIl千三三一二二一撃ミ＿＿＿二

－・L＝44．00

Ⅱ　褐色翻占性士（礫e転石少量混入）
皿　やや暗い褐色土

Ⅳ　褐色弱粘性土（礫◎転石多量混入）
Ⅴ　茶褐色土
Ⅵ　明黄褐色土

L＝44．00

I　表土
Ⅱ　やや明るい褐色土
用　炭土
Ⅳ　暗褐色土
Ⅴ　明茶褐色土

－・L＝42．50

Ⅵ　明茶褐色土（礫◎転石混入）
Ⅶ　褐色弓封占性土　礫◎転石少量混入）
Ⅷ　やや暗い褐色土
Ⅸ　褐色弱粘性土（礫◎転石多量混入）
Ⅹ　明黄褐色土
－　　　　　－L＝42．00

I

I

Ⅲ

表土
明茶褐色土

褐色弱粘性土
（轢◎転石少量混入）

Ⅳ　やや暗い褐色土
Ⅴ　褐色弱粘性土

働き◎転石多量混入）
Ⅵ　明黄褐色土

G区北壁セクション

F、西拡張区北壁セクション

－L＝41・50　E、西拡張区北壁セクション

第21図　B－2、E、F、G、西拡張区、東壁、西壁セクション図◎平面図
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口縁部内側にかえりを有

する。外面に自然粕付着。

色調は灰色，胎土は蜜で

ある（柳浦編年1式）。

144は口径13．4cm，器

高2．7cmを測り，天井部

は丸味を持ち，周辺をへ

ラ削りし，ロ縁部内側に

かえりを有す。色調は淡

黄褐色，胎土はやや粗く，

焼成不良品である（柳浦

編年2式）。145は口径

15cm，器高3．2cmを測り，

天井部は丸味を持ち，周

辺をへラ削りし，口縁部

内側にかえりを有す。色

調は淡青灰色，胎土はや

や粗く，軟質である（柳

浦編年1式）。146は口

径14．6cm，器高3．1cm

を測り，天井部は平たく，

A－L＝40・50

ヂ率ゝ‰ぱあ搾鞠

－〟

苧 第22図　F区遺物出土状況図

周辺をへラ削りし，口縁部は屈曲して下る。重ね焼き痕有り。色調は内面紫灰色，外面濃青

灰色，胎土は密である（柳浦編年3式）。周辺からの出土遺物は須恵器の高台付琢2点，輪

状つまみの琢蓋2点である。147，148は高台付杯の底部である。147は静止糸切り後

ナデ，ほぼ垂直に下る高台を付す。148はへラ切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，体部

は内攣して伸びる。149，150の天井部は丸味を持ち，周辺をへラ削りし，口縁部内側にか

えりを有す。

遺構の性格については不明である。時期は7世紀中より8世紀中までと思われる。

各層出土の遺物について

出土遺物は，第2層より須恵器の琢蓋，盤，壷，鉢，紡錘車，土師器の小型土製支脚，賓，

竃，土玉がある。第5層より須恵器の琢蓋，高台付杯，琢身，盤，施。壷，鉢，土師器の壷，
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l

竃，土五　黒曜石片がある。第6層より須恵器の鉢，土師器の竃，土玉がある。

紡錘車（151）は上端径2．8cm，下端径5cm，器高3．3cmを測り，ナデ調整が施されてい

る。高台付杯（152）は底部静止糸切り後回転ナデ，短い高台を付し，体部は直線的に伸び

る。153は底部静止糸切り後丁寧なナデ，外八の字形の高台を付し，体部は内攣して伸び，

口縁部付近で垂直に上る。154は底部へラ切り，長めの外八の字形の高台を付し，体部はゆ

るやかに内攣して伸び，口縁端部付近で屈曲する。外面体部にへラ記号有り。155は底部へ

ラ切り，外八の字形の高台を付し，体部はゆるやかに内攣して伸び，口縁部はほぼ垂直に上

る。外面底部にへラ記号有り。杯蓋（156）は天井部に輪状つまみを有し，口縁部は屈曲し
t

て下る。盤（157）は底部へラ切り，外八の字形の高台を付し，体部は内攣して伸びる。琢

身（158）は底部へラ切り後ナデ，休部は内攣して伸び，口縁部付近に薄い沈線を1条施す。

内面底部に刺突痕有り’。159は底部静止糸切り，内攣して伸び，口縁部付近にくびれを有す。

施（160）は底部へラ切りで平ら。体部最大径付近に1条の沈線を施し，円孔透しを有す。

口頚部は外傾して伸び，1条の沈線を付す。壷（161）は底部へラ切り後ナデ，器高の2分

の1までをパケ目，その上4分の1を平行叩き，内面を叩き後へラ削り，他は槙ナデ。162

は小形壷型土器である。底部へラ切り，周辺をへラ削りし，内攣して伸び，口縁部付近にく

びれを有す。163は鉢の底部である。底部周辺を横ナデ後，格子状叩きを施している。164

の鉢は口縁部が内偵している。165は土師器の壷の口縁部である。166，167は，竃である。

166の口縁部はゆるやかに外反して開き，焚口部の廟は大きく外上方に伸びる。小形土製支

脚（168）の底部は平らで，中心軸は一方に傾いている。三枝は欠損している。169～175

は丸形の土玉である。176は黒曜石片である。

＜G　区＞

急斜面からやや平坦な面に移る場所に設定した15×61孔のグリッドである。

土層について（第21図）

表土層8～25cm，第2層褐色弓が占性土（晩　転石少量混入）14～36cm，第3層やや暗い褐

色土10～34cm，第4層褐色弱粘性土（礫，転石多量混入）7～29cm，第5層茶褐色土8～17

cm，第6層明黄褐色土6～31cmを測り，第7層赤褐色土で地山に至る。

遺構について

検出した遺構は，焼土（SX Ol），土器溜りであった。

SXOl（第26図）：第3層で，調査区南端にF区と接して範囲4．8×2．11札，厚さ6～23

cmの炭土混りの焼土の塊が堆積していた。但し東端は撹乱を受けていたため，その先は検出

できなかった。焼土の塊は1層下をやや掘り窪めた後に堆積した状況を示すことから，何ら

－32－
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で，急斜面と平坦面との境に流れ込みによると見られる遺物の堆積があった。出土遺物は須

恵器の高杯，趣，高台付杯，杯蓋，琢身，壷，土師器の土玉があった。高塚（177）の脚部

は八の字に開き，裾部付近で屈曲して下り端部に至る。脚部には2方向に台形の2段透しが

あり，下の透し上部付近に薄い沈線を1条施す。色調は青灰色，胎土は密である。178の脚

部は八の字に開き，裾部で外方向に伸びた後，鋭い稜を成し，屈曲して垂直に下る。脚部に

は1方向にへラによる切込みが貫通している。179の脚部は八の字に開き，裾部でやや短く

外方向に伸び，屈曲して下る。180は魅の口頚部である。高台付琢（181）は底部静止糸切

り後回転ナデ，短い高台を付し，体部はほぼ直線的に伸び，口縁端部に至る。182は底部静

止糸切り後回転ナデ，ほぼ垂直に下る高台を付し，体部は内攣して伸び，口縁部はほぼ垂直

に上る。183は底部へラ切り後回転ナデ，外八の字形の高台を付し，休部はほぼ直線的に伸
r、レl

び，口縁部は垂直に上る。184は底部へラ切り，外八の字形の長い高台を付し，休部は内攣

して伸び口縁端部に至る。外面底部にへラ記号有り。185は内面底部にへラ記号有り。輪状

つまみの琢蓋は口縁部内側にかえりを有するもの（186，187）と口縁郡付近で屈曲するも
l

の（188）がある。188は内面天井部にへラ言己号有り。189の天井部は丸味を持ち，口縁部

内側にかえりを有し，内面天井部にへラ記号有り。190の天井部は平らで，口縁部内側にか

えりを有す，つまみ内にへラ記号有り。191は内面天井部にへラ記号有り。t琢身（192）の

底部はやや丸く，粘土塊付着。口縁部付近に薄い沈線を4条施し，口縁端部付近で外反する。

193の底部はやや丸く，内攣して伸び，口縁部にくびれを有す。外面底部にへラ記号有り。
▼ノ

壷（194）の口頚部は外反して伸び，口縁端部付近でやや垂直に上る。端部は鋭い。195～

206は直径，器高ともに3cm前後，重量14～369の丸形の土玉である。207，208は径3．6
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土玉である。

第4層下

面で南西隅

に自然流水

の経路と思

ぼしき窪み

に土器溜り

が検出され

た。出土遺

物は須恵器

の土製支脚，

横瓶，杯蓋，

高台付杯，

土師器の甑，

竃，把手，

土製支脚，

賓，土玉で

ある。

須恵質土

製支脚（加9）

は器高9．5

cm，頂部に

三枝を有し，

丸底である。横瓶（201）は内面円弧叩き，外面平行叩き，肩部は叩き後カキ目，口頚部は
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横ナデ，色調は灰色，胎土は密である。琢蓋（211）は輪状つまみを有し，口縁部内側にか

えりを有す。内面天井部にへラ記号有り。高台付杯（212）は底部へラ切り後回転ナデ，外

八の字形の高台を付す。内面底部にへラ記号有り。213は底部へラ切り後回転ナデ，外八の

字形の高台を付し，体部は直線的に伸び，口縁部付近で外反して端部に至る。内面底部に引

掻き傷。214～219は竃である。220～225は土製支脚である。226は小型の甑の口一線部で

ある。賓（227）は内面へラ削り，外面パケ目調整，他は横ナデ。228～234は賓の口縁部

である。壷（235）は内面へラ削り，外面パケ目調整，他は横ナデ。236～241は直径，器

高ともに3cm前後，重量16～27昏の丸型の土玉である。242は把手である。

この遺構の性格としては，土器の出土状況及び土層の堆積状況からみて，斜面に投棄され

た土器が徐々に堆積していったと考えることには無理があり，′上方斜面から土と共に出土位

置へ流入してきたとみるのが自然であると考えられる。また，生活用異が相当数出土した内

に非実用的な須恵質土製支脚，横瓶，施，高塚，土玉といった祭祀に関わる遺物が混ってい

るということは，調査区域外の山の斜面に祭祀を行った生活集団の住居址群が近接していた

ものと推察される。

各層出土の遺物について

出土遺物は第2層より須恵器の琢身，琢蓋，土師器の竃，土玉がある。第3層より須恵器

の琢蓋，高台付杯，土師器の聾がある。第4層より須恵器の琢身，琢蓋，高台付杯，高塚，

1m



S＝1／3

第29図　G区4層上面出土遺物
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第31図　G区4層下面出土遺物
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第33図　G区4層下面出土遺物
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短頸壷の蓋，長頸壷，盤，低脚坑模型支持凱土師器の竃，蛮片がある。第5層より須恵器

の円面硯，高杯，増，腺，高台付杯，鉢型土暴，土師器の竃がある。

杯身（243，244）は底部回転糸切り，体部は内攣して伸び，口縁部付近にくびれを有す。

245は底部へラ切り，内攣して伸び，口縁部付近にくびれを有す。246は底部へラ切り後ナ

デ，体部はほぼ直線的に伸び，口縁部付近で外反する。いびつである。杯蓋（247）は天井

部静止糸切りではぼ平ら，15．2cmのつまみ径の輪状っまみを有し，口縁部は屈曲して下る。

248は天井部は丸味を持ち，輪状っまみを有し，口縁部は屈曲して下る。249，250の天井

部は丸味を持ち，249は擬宝珠状つまみを，250は輪状つまみを有し，周辺をへラ削りし，

口縁部内側にかえりを有す。250は内面天井部にへラ記号有り。251～254は天井部に輪状

つまみを有し，口縁郡内側にかえりを有す。253はつまみ周辺にカキ目，つまみ内にはへラ

記号有り。254はつまみ内にへラ状工具による刺突痕有り。高台付琢（255，256）は底部

へラ切り後ナデ，やや内側に外八の字形の高台を付し，体部はほぼ直線的に伸びる。257は

底部へラ切り後ナデ，底端部に外八の字形の高台を付し，内攣して伸び，口縁部付近で垂直

に上る。258～261は底部へラ切り後ナデ，内側に外八の字形の高台を付す。260は内面底

部に，261は外面底部にへラ記号有り。262は底部へラ切り後回転ナデ，外八の字形の高台

を付し，休部は直線的に伸び，口縁部付近で外反する。263～265は底部へラ切り後ナデ，

やや垂直に下る高台を付し，休部はほぼ直線的に伸びる。外面底部に264は爪痕，265はへ

ラ記号有り。266は底部へラ切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，体部は内攣して伸び，

口縁部は垂直に上る。267は底部静止糸切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，体部は内攣

して伸び，口縁端部に至る。268は底部静止糸切り後ナデ，外八の字形の高台を付し，体部

は内攣して伸び，口縁部付近でほぼ垂直に上る。269は底部静止糸切り，外八の字形の高台

を付し，体部は直線的に伸び，口縁端部に至る。270は底部静止糸切り，底部内側に外八の字

形の高台を付し，体部はほぼ直線的に伸び，口縁部付近で屈曲して端部に至る。271～273は

脚部の2方向にへラによる切込みが貫通している高塚である。274は短頚壷の蓋である。天

井部へラ切り，周辺へラ削り，他は横ナデ。長頸壷（275）の肩部と口頚部に各々2条の沈

線を施す。276，277は盤である。底部静止糸切り，外八の字形の高台を付し，体部は内攣

して伸び，276は口縁部付近でやや外反して端部に至る。277は口縁部付近で内傾する。低

脚杯（278）の外面底部にへラ記号有り。模型支脚（279）ゐ底部は平坦，頂部の三枝のう

ち一枝が欠落。280は円面硯である。海部外堤に直径4．5mの円孔が1箇所焼成前に穿れて

いる。底部回転へラ削り，他はナデ調整。陸部にやや滑沢有り。柑（281）は底部へラ切

り後ナデ，周辺をへラ削り，他は横ナデ。施（282）は底部へラ切り後ナデ，周辺をへラ削
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り，体部最大径付近に円孔透しを有し，口頚部は外傾して伸びた後，屈曲して伸びる。283

は丸底の鉢型土器である。284～286は，竃である。284は内面へラ削り，外面パケ目調整，

他は構ナデ，口縁部に指頭圧痕有り。287は内面に墨跡を残す賓片である。288は口径2．8

cm，器高3．1cm，重量19．29，色調は淡黄褐色～黒褐色の丸型の土玉である。

＜西拡張区＞

B－2～G区各々から3m拡張したグリッドである。

土層について（第21図）

B－2拡張区では，表土層7～15cm，第2層褐色弓鋼占性土（礫，転石少量混入）12～40cm，

第3層やや暗い褐色土4～16cm，第4層褐色弱粘性土（礫，転石多量混入）3～18cmを測り，

第5層赤褐色土で地山に至る。

E拡張区では，表土層7～16cm，第2層褐色弓封占性土（礫，転石多量混入）15～25cm，第

3層明黄褐色土5～21cmを測り，第4層赤褐色土で地山に至る。

F拡張区では，表土層11～31cm，第2層褐色弱粘性土（礫，転石少量混入）15～44cm，第

3層明黄褐色土9～41cmを測り，第4層赤褐色土で地山に至る。

遺構について

検出された遺構は，生活用異のみの土器群と土壌（SKO3）である。

生活用異のみの土器群（第37図）：F拡張区，第3層で東側の3×2．3mの平坦面に0．7×

2mの範囲に土器が集中して検出された。出土遺物は，土師器の土製支脚，甑，壷，婆であ

る。

甑（289）は底部に円孔が4穴穿れている。内面へラ削り，外面パケ目調整。290は口縁

部である。外面に焼け痕有り。壷（291，292）は内面へラ削り，外面パケ目，他は横ナ荒

293は内面ナデ，外面パケ目調整。外面に焼け痕有り。婆（294，295）は内面へラ削り，

外面パケ目調整，他は横ナデ。296は土製支脚の頂部である。周辺より柳浦編年2式に属す

る杯蓋（297）が出土している。

F拡張区とE拡張区の境，平坦面から斜面に変わる地点の0．7×1品の範囲に地山面から

浮いた状態で遺物が集中して検出された。出土遺物は土師器の壷，監　竃である。

賓（298）は内面へラ削り，外面パケ目調整，口縁基部に横のパケ目，他は構ナデ。壷

（299）は内面へラ削り，外面パケ目調整，他は横ナデ。外面に煤付着。竃（300）は内面

へラ削り，外面パケ目調整，他は槙ナデ。

遺構の性格は，ピットの検出はなかったものの，平坦面での生活用異の出土から住居址の

可能性が考えられる。時期は7世紀末から8世紀初めという幅が考えられる。

－47－



SK03についてはB－2トレンチの項を参照されたい。

各層出土の遺物について



出土遺物は，B－2拡張区では第3層より須恵器の琢蓋，第4層より須恵器の鉢がある。

E拡張区では第2層より須恵器の高塚，壷，婆，鉢，琢蓋がある。F拡張区では第2層より

須恵器の鉢，壷，賓，第3層より須恵器の高台付塚，土師器の竃がある。

高塚（301）は脚部の2方向にへラによる切り込みが貫通している。高台付琢（302）は

底部へラ切り，外八の字形の高台を付す。外面底部にへラ記号「四」有り。303は底部回転

糸切り，外八の字形の高台貼付け後へラ状工具で調整。304は底部へラ切り後回転ナデ，外

八の字形の高台を付し，体部はほぼ直線的に伸び，口縁端部に至る。琢蓋（305）は天井部

に輪状つまみを有し，周辺にへラ削りを施す。壷（306）は内面底部を円弧叩き，外面体部

を平行叩き，底部付近を叩き後カキ目調整，他は横ナデ。307は底部静止糸切り。蛮（308）

は口縁部に1条の沈線を施す。309は内面円弧叩き，外面平行叩き調整。内面に継目痕有り。

鉢（310）は底部回転へラ削り。311は全高の下3分の1までを回転へラ削り，ロ縁部は横

ナデ。312は体部最大径付近に1条の沈線を施し，把手を付す。内面横ナデ，外面カキ目調

整。313は竃の焚口部である。

＜Hトレンチ＞

池ノ奥窯跡とF区の中間に設定した15×2mのトレンチである。8～25cmで地山に至る。

遺構，遺物は皆無である。

＜lトレンチ＞

Hトレンチの上方，標高43m付近に長方形の大きな隆起があり，表土に3×2．5mの岩が

露出していたため，方墳を想定して，斜面に12×2mのトレンチを設定した。5～13cmで地

山に至る。遺構は検出されなかった。

出土遺物について

出土遺物は須恵器の聾，杯蓋，高台付杯，琢身の破片である。この内，図に示したものは

高台付琢（314）で底部へラ切り，外八の字形の高台を付す，色調は内面青灰色，外面暗青

灰色，胎土は密である。柳浦編年1式に属する。杯身（315）は底部回転糸切り，体部はほ

ぼ直線的に伸び，口縁部はやや外反する。柳浦編年5式に属する。（第40図）

＜Jトレンチ＞

Iトレンチ上部西側に5×31札の拡張トレンチを設定した。4～38cmで地山に至る。遺構

は検出されなかった。

出土遺物について

出土遺物は須恵器の杯身，杯蓋，賓の破片である。この内，図に示したものは，琢身

（316）で底部へラ切り後回転ナデ，内攣して伸び，口縁部で内傾する。色調は灰色，胎土

－49－
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は密である。柳浦編年2式に属する。杯蓋（317）は天井部に輪状つまみを有し，つまみ周

辺にへラ削りを施す。（第40図）

出土地不明の須恵器の杯蓋（318）は口縁部と天井部との境に薄い沈線1条とU字形の沈

線1条を施し，稜を作り出している。山本編年Ⅱ期に属する。

註1柳浦俊一「出雲地方における歴史時代須恵器編年試論」（松江考古第3号1980年）

註2　「出雲国庁跡発掘調査概報」松江市教育委員会1970年

註3　山本　清「山陰古墳文化の研究」昭和46年7月25日（山本清先生退官記念論集刊行会）

＼＼三三
「弓童J′

0　　　　　　　　　　　　10C椚

S＝1／3

第40図　出土遺物実測図
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3．遺物の検討

用　須恵質の土製支脚について

本遺跡からは実測可能な土師質のもの11息須恵質のもの2点（1点は模型支脚）が出土

している0土師質のものは概ね15～20cmの器高を有し，頂部に太い2枝と細い1枝を持つも

ので，細い枝が槙に伸びる型と屈曲して下る型と鉦のような把手状の型に分けられる。圧倒

的匡多いのは横に伸びる型で底部にアーチ状の窪みを合せて持っものである。2点平底のも

のもある0屈曲する型，把手状の型ともに器高は20cm前後と大型のものであり，同じく底部
t

にアーチ状の窪みを持つ。例外として推定器高9cm前後の小形土製支脚は扁平な底をしてお

り，中J掴由がかなり一方に傾いている03枝は消失しているので形態を分けることはできな

かった0通常土製支脚と言えは土師質のものを指すがG区南西隅の土器溜りより須恵質の

ものが出土し注目を惹いた0土師質以外のものとしては，豆岐加良香美山貝塚から「烏帽子
註1
形石」の例が見られるが，須恵質となると島根県内は勿論，他地方においても，今のところ

類例を見ないものである0器高9・5cmと一般的な土師質のものより小形で，それに合わせて

頂部の各枝も小振りである0太い方の2枝には製作工程上の都合なのか，或いは使用事に何

かを突刺すためにつけたものなのか，枝の方向に添うように深さ7．2cmの穴が穿れている。

底部は甚だ不安定な丸底を呈しており，従来の土師質のものとは著しく異にするところであ

る0色調は青灰色，胎土は密である0ここでの関心事は煮沸用具である土製支脚を何故須恵

質にしたのか，である0使って使えなくはないが，不自然さは否めない。非実用的とさえ恩

第43図　須恵質土製支脚◎模型支脚実測凶
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える。翻って詳細に観察

して見ると使用痕が見ら

れないので，その感がよ

り一層強まる。そこで，

日常頻繁に使用するもの

ではなく，何らかの祭祀

の時に使用したものでは

ないかと考えた方が妥当

であろう。

出土地点から東へ1．25

mの地点から須恵質の模

型支脚が出土している。



註2
器高4．1cm，頂部の1枝が欠落しており，底部は平坦である。島根県内では，才ノ峠遺跡，

註3
イガラビ遺跡，中国地方では鳥取県米子市，石州府遺跡に類例を兄い出せる。

註1小林行雄「土製支脚」考古学雑誌第31巻第5号　日本考古学会　昭和16年5月

註2　「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

島根県教育委員会　昭和58年3月

註3　「石州府遺跡」報告書作成中

（2）円面硯について

G区第5層位，急斜面より円孔の穿れた脚のない円面硯が出土した。底部は回転へラ削り，

他は横ナデ，海部外堤に斜め下方に向って直径4．5郡の円孔が穿れている。陸部にはやや滑

沢があった。脚のない円面硯と限定して出土例を探せば，尾根1つ隔てたイガラビ遺跡，松
註1

江市大草町，出雲国庁跡に類例を兄い出せる。

この遺物は焼成前に海部外堤に円孔が1箇所穿れており，辛じて海部の底に墨汁が貯る程

度で，実用性に乏しいものと言わざるを得ない。穿孔

の理由であるが，何らかの祭祀使用の目的で行ったの
註2

か，廃棄のために行ったのか，墨汁の排出孔としたの

か，3通り考えられるが，焼成前に行われていること

から廃棄の考えには無理があり，祭祀使用か排出孔と

考えた方が妥当であろう。なお円面硯が祭祀に伴う遺
註3

物として出土した例は島根県内では才ノ峠遺跡，中国
註4

地方では鳥取県，秋里遺跡に類例を兄い出せる。

ところで，円面硯とは考えず，壷蛮類の蓋とみなす

ことも，一考に値しよう。

註1　「出雲国庁跡発掘調査概報」

松江市教育委員会1970年

註2　内田律雄氏の御教示による

註3　「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内

埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

島根県教育委員会　昭和58年3月

註4　「秋彗遺跡発掘訝査概要報告書」

鳥取市教育委員会1983年3月

－55－
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（3）丹塗土師器について

正確な個体数は不明だが50片以上あり，E区から集中して出土した。口径12～14cm前後で

無高台，休部が直線的なもの（3点），休部が内攣したもの（1点），底部が静止糸切りの

もの（2点），糸切り痕を留めるもの（2点）である。盤は口径20～22cm前後，器高4cm前後，

高台を付し，底部はへラ切りのものと静止糸切りのものがある。これらを出雲開庁跡で分類

されたものと比較してみると，丹塗りを施し暗文を欠く第3型式に該当する。しかし，大半

の破片は磨耗が著しく判別できないものが多い。年代は出雲国庁跡出土例から考えると概ね
注1

8世紀半ばから末までの奈良時代に属するものと思われる。県下での出土例は，才ノ峠遺跡，
注2　　　　　　注3　　　　　注4　　　　　　　　　　　　注5　　　　　　　　　注6

芝原遺跡，十王免横穴群，出雲国庁跡，イガラビ遺跡，堤廻遺跡，安来市・高広遺跡に類例

を兄い出せる。

註1「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

島根県教育委員会　昭和58年3月

註2　「芝原遺跡」松江市教育委員会1989年3月

註3　「十王免横穴群発掘調査報告」島根大学考古学研究会　菅田考古第10号1968年

註4　「出雲国庁跡発掘調査概報」松江市教育委員会1970年

註5　「堤廻遺跡」松江市土地開発公社・松江市教育委員会　昭和61年3月

註6　「高広遺跡発掘調査報告書」島根県教育委員会1984年3月

S＝1／3　　　　0　　　　　　　　　　　ユOcW

第45図　丹塗土師器実測図
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㈱　小形粗製手軽土器について

小形粗製手捏土器は祭祀遺跡と呼ばれる場所から多量に集中して出土するものだが，本遺

跡においては土壌（SKO3）の中より2点出土したのみである。出土状況は，傭伏せにな

った怨形手捏土器の中に小形粗製手軽土器2点が傭伏せで出土した。小形粗製手捏土器は元

来自然神の鎮魂の呪異であった。当初の対象は巨岩。神奈備山を眺望できる地点，峠，磯と
註1

浜の接点にあたるような海岸であったものが，土着の自然神へと移行した。そこで，本遺跡

においては周辺に神奈備山，峠等に該当するものはなく，土着の自然神をあてはめられるの

ではないだろうか。また古墳時代にみられる小形粗製手軽土器は，日本書紀神武天皇の条

に記された「天手挟」にあたり，天手挟は漢斎して呪言を行う「厳呪諷」に関係があるとみ
註2

られることから，天神地祇を祭る用具としなければならない　とあることから，許されるな

らば土着の自然神＝天神。地祇二天つ神e国つ神と解釈して，この地で天つ神か国つ神か，

どちらかの鎮魂の祭祀を行ったと見ることはできないだろうか。出土状況からも封じ込めの

祭祀の可能性も

考えられな

くもない。 囁闇黒
10C椚

S＝1／3

第亜国　手控土器実測図

註1森貞次郎「新。天手扶考」固畢院雑誌第78巻等9号　昭和52年9月

註2　　　同　　　上

4．小　　　結

調査の結果，土壌3，土器群2，焼土遺構，生活用具のみの土器群；流れ込みによる土器

溜りをそれぞれ検出した。この他　コンテナ18箱分の遺物か出土した。出土した遺物から池

ノ奥A遺跡の営まれていた時期は，7世紀半ばから8世紀末までと推察される。

SK03からは小形粗製手捏土器が出土しており，この遺物が自然神の鎮魂の用具である

ことから祭祀の異体的な様相を知るうえで貴重である。両土器群からは祭祀色の強い丹塗土

師器，須恵器の5段重ね等が出土しており，祭祀の種類を特定できなかったが，この場で祭

祀を行った後，置き捨てられたものと思われる。なお両土器群では向い合わせに，大小の甑，

ー57－



鉢2点，壷の順に並べられた遺物の組成にどういう意味があるのか，今後検討されなければ

ならないだろう。生活用具のみの土器群については，ビットの検出はなかったもののG，F

区が斜面であることと較べるとF西拡張区は平坦面であり，生活用具のみの出土から，住居

を営まれていた可能性も考えられる。しかし，調査範囲が限られていたため，規模などを知

ることはできなかった。流れ込みによる土器溜りからは生活用異に混って土玉　須恵質土製

支脚，模型支脚，施，札横瓶など祭祀を嗅わせる遺物が出土している。須恵質土製支脚の

出土例は県内はおろか，他地方にも見られない。また付近から海部外堤に円孔を穿った円面

硯が出土しており，墨汁の排出孔か，祭祀に伴って奉納されたものであるのか，不明である。
．　　　　　　　註1　　　　　註2

県内での円面硯の出土例は，出雲国庁跡，才ノ峠遺跡，イガラビ遺跡，池ノ奥C遺跡，岩汐
註3　　　　註4　　　　　　　註5
遺跡，蛇貰谷窯跡，カネツキ免遺跡があるか，円孔の穿たれたものの類例は見当らない。須恵

質土製支脚，円面魂，土玉の出土状況から，本遺跡調査区域外の北斜面からの流れ込み

と見られ，そこに住居址及び祭祀遺構を推定できるため今後の調査を期待したい。

註1「出雲国庁跡発掘調査概報」松江市教育委員会1970年

註2　「才ノ峠遺跡」『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

島根県教育委員会　昭和58年3月

註3　「薦沢A遺跡，薦沢B遺臥別所遺跡」『中国電九北松江変電所造成予定地内発掘調査報告

書』松江市教育委員会1988年3月

註4　　同　　　上

註5　「カネツキ免遺跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書，第氾集』

島根県教育委員会　昭和60年3月

－58－



附福

地ノ奥A遺跡G区出土（第5層）の
黒曜石片の性質とその産地の同定

島根大学教育学部　三　浦　　　清

池ノ奥A遺跡の標記地点から黒曜石片が出土した。

島根県下の遺跡から出土するものは隠岐産のほか，九州方面を原産地とする場合がある。

その原産地を決定するためには岩石化学的手法が優れており，これには微量成分の特徴か

らと主成分，特に石基の主成分に関する変化曲線が有効である。後者は三浦（1986）によっ

て示されたもので，ここではこれに従う。

表には石基部分の三地点における化学組成が示され，これをSi02の変化に従って図示

すると図のようになる。この図から原産地を読みとるわけであるが，筆者の前記論文によ

ると隠岐島後男池附近に産するものといえよう。隠岐の黒曜石にはその岩石学的性格から

二種のものがあり，一つは男池型と称したこの種のもので，他は久見型と称したものであ

る。久美型はここに示した男池型のものに比してSiO2成分が多く，A120。，K20成分

がやや少ない。

（註）

三浦　清（1986）：黒曜石小考一島根県下の縄文遺跡から出土する黒曜石の原産地推定法をめぐっ

て－，島根大学教育学部紀要（自然科学），第20巻，45～61頁，（島根大学）。

池ノ奥A遺跡G区出土（第5層）の黒曜石片の分析値（石基部分）13・5

成 分　 試 料
（1 ） （2 ） （3 ）

S i O 2 6 9 ．7 9 7 0 ．4 5 7 0 ．4 9

T i O 2 0 ．1 1 0 ．0 9 0 ．0 5

A 12 0 3 1 3 ．4 1 1 3 ．4 1 1 3 ．4 0

F e O 1 ．7 1 1 ．7 7 1 ．7 2

M n O 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

C a O 0 ．7 4 0 ．6 7 0 ．7 0

M g O 0 ．2 5 0 ．3 2 0 ．3 8

N a 2 0 3 ．9 9 4 ．0 2 4 ．1 8

K 2 0 5 ．7 5 6 ．0 0 5 ．8 7

P 2 0 5 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．16

S 0 ．0 1 0 ．b o 0 ．0 8

C l 0 ．0 5 0 ．’0 9 0 ．1 0

H 2 0 4 ．2 0 3 ．1 6 2 ．8 7
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遺 物 観 察 表

番号 地 区 層　 位 形　 態 口　　　　 径 器　　　　 高 備　　　　　　　 考

1 A － 1 2 層 塔蓋 （擬） 11．6 2．3

2 A － 3 2 層 〝　 （輪） 14．8 1．8 へ ラ記号　 ／

3 B － 2 S K O 3 手 捏 土 器 11．4 8．8

4 〝 2．8 1．7

5 ． 〝 2．6 1．6

6 甑 15 残　 5．7

7 ＝士ご蟹 残　 7．6 爪痕

8
I
土　　　 玉 3．1 3 2 4．75 ダ

9 4 層 蛮 28．4 残　 9．2

1 0 4 層 黒 曜 石 片‾

11 B － 2 表採 琳蓋 （輪 ） 14．2 2．6 櫛状 工具 による刺 突痕

1 2 ． D 2 層 柑 5．8 残　 2．8 へ ラ傷

13 E ‾ S K O 2 蛮 残 31．9

14 S K O 2 高 台 付 杯 残　 3．6 へ ラ記号 朴

1 5 S K O 2 琳 蓋 （輪） 14．5 3

1 6 A 群 杯　　　 身 1 1．85 ′｝ 12．8 4．4 5 段重 ね（1 静 止

1 7 1 3．6 ・4．35 静止

18 1 3 4．4 静止

1 9 1 3．8 4．7 爪痕　 糸切 り

20 1 2．4 4．1 静止

2 1 1 3．2 3．75 静止

2 2 1 1．6 ′｝ 14．4 4．9 5 段 重ね（2掴 転

2 3 1 2．4 4．2 5 段重ね（3）静止

2 4 1 5．7 5．2 回転

2 5 13．5 4．4 静止

2 6 13．3 4．15 回転

27 1 1．4 ～ 13．9 4．5 静止後 ナデ

28 1 3．6 4．1 回転　 へラ状工具による回転ナデ

2 9 ．鉢 18．6 6．1 5 段重 ね（4 ）

3 0 1 7．6 残　 6

3 1 1 6．2 6．6

32 E 2 0 9．5

3 3 E A 群
！ 鉢

16．6 7

－60－



番号
地 区 l

層　 位 形　 態 口　　　　 径 器　　　　 高 備　　　　　　 考

3 4 〝 26．6 9．3

3 5 盤 19．4 4．1 5 段重 ね（5瀞 止後 ナデ

3 6 〝 臓 13．6 残　 3．6

3 7 〝 22．2 4．2 赤色 塗彩

3 8 I 〝 19．8 3．6 〝　　 静止

39 杯　　　 身 14．2 3．4 〝　　　　　　〝

4 0 甑 34．6 3 8．5 庸 16．8

4 1 〝 樹 16．2 残　 9．1 角孔

4 2 ▼＝ヒ璽巨 10．6 残　 8．1

4 3 〝 残　 9．1

4 4 嚢 2 2．8 残 13

4 5 B 群 甑 悼 19．6 残

4 6 〝 16 残　 7．8

4 7 柑 10．2 残　 5．7 波状 紋

48 鉢 16．6 6．5

4 9 〝 19．1 8．5

5 0 てこヒ里 12 17．7

5 1 高 台 付 杯 16．4 4．5

5 2 琢　　　 身 13 3．2 赤色 塗彩　 糸 切 り

5 3 〝 樹 1 1 残　 2．1 〝　　　　　　　　　 〝

5 4 4 層 杯蓋 （輪 ） 10．2 残　 4．1 Ⅱ期

5 5 2 層 19．8 3．05

5 6 2 層 16．2 3．3 爪傷

5 7 4 層 13．8 2．7

5 8 4 層 1 3．6 2．4 1

5 9 4 層 11．6 2．2

2 層 14．8 3．8 へ ラ記号　 －6 0

6 1 4 層 14．2 3．1 へ ラ記号　 ♯

62 4 層 17．6 3．5 静止

6 3 4 層 残 1．3

6 4 4 層 残 1．6

6 5 4 層 残 1．3

6 6 4 層 残 1．8

6 7 E 4 層 残 1．7

6 8 E 4 層 杯　　　 蓋 残 1．8

6 9 4 層 残 2 へ ラ記号 内 「－」外 「×十
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番号 地 区 ， 層　 位 形　 態 口　　　　 径 器　　　　 高 備　　　　　　 考

70 4 層 15．8 残 2．2

7 1 4 層 12 4

7 2 2 層 杯　　　 身 10．8 残 1．8 Ⅲ期

7 3 4 層 12．6 4．8

7 4 4 層 11．8 3．8 へ ラ記号 女

75 4 層 1 1．6 3．8 沈線 4 条

7 6 4 層 10．2 残 3．2 へ ラ記号／

7 7 2 層 11．6 5．1 静止

78 4 層　 l 1 3．25 4 静止

7 9 4 層 12．5 3．4 回転

8 0 4 層 11．8 4．2 回転

8 1 4 層 高 台 付 杯 － 16．8 5．4

8 2 4 層 13 4

8 3 4 層 1 4．6 4．3

8 4 4 層 14．8　　　　　　　　　 5 へ ラ記号 －

8 5 4 層 残 2．1 へ ラ記号欠

8 6 3 層 残 1．6 へ ラ記号 －

8 7 4 層 12．．6　　　　　　　　 5．1

8 8 4 層 残 1．6

8 9 4 層 残 2．2 へ ラ記号／

9 0 4 層 残 3　5 櫛 状工具刺突 痕

9 1 4 層 14　　　　　　　 残 4．4

9 2 4 層 14．7　　　　　　　　 5．1

9 3 4 層 残 3．4 静止後 ナデ　 へ ラ記号七

静止 後ナ デ94 4 層 残 3．2

9 5 4 層 残 2 へ ラ記号 一　 静止

静止後 ナデ 、へ ラによる掻き痕

回転　 へラ言己号内七 ヒ　 外七

静止

9 6 3 層 1残 4．9

9 7 4 層 13．75 4．05

9 8 4 層 12．8 4

9 9 4 層 残 2．1 静止

10 0 4 層 残 3．3 静止

10 1 4 層 低　 脚　 杯 17．8 5．35 題

10 2 E 4 層 〝 残 3．1 〃

10 3

1 0 4

E 4 層 低　 脚　 杯 残 1．8 題

4 層 高　　　 杯 残　 4．5 題

10 5 4 層 〝 2 1．3 1 2．9
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番号 地 区 層　 位 形　 態 口　　　　 径 器　　　　 高 備　　　　　　　 考

106 4 層 〝 残　 4．6

10 7 4 層 短　 頸　 壷 8．8 6．2

10 8 4 層 9．1 7．7

10 9 4 層 9．4 6．4 静止

11 0 4 層 8．6 7．3 糸切 り

111 4 層 短頸壷 の蓋 9．8 2．7

1 12 4 層 土壁 19．8 1 8．8

1 13 4 層 19．4 2 3．9

1 14 2 層 残　 2．2 へ ラ記号 ×

115 3 層 残　 3．4

1 1 6 4 層 賓 残 30．6

1 1 7 4 層 〝 18・寧 残　 7

11 8 4 層 盤 17．8 3．9 赤色塗 彩

119 4 層 杯　　　 身 13．4 3．6 〝

12 0 不　　　 明 〝 12．4 2．7 〝　　 静止

121 不　　　 明 〝 〝

122 4 層 賓 16．2 残　 5

1 2 3 4 層 12．8　‾ 残　 6．2

12 4 4 層 1 1．9 残　 6．6

12 5 4 層 24 残 11．8

12 6 4 層 ・＝ヒ璽E 13．6 残　 3．2

12 7 4 層 〝 19．4 残　 8．2

12 8 4 層 土 製 支 脚 17．2

12 9 4 層 残 15

13 0 4 層 残　 8．9

1 3 1 4 層 20

1 3 2 4 層 16．4

1 33 4 層 賓 28．2 （推定）40 す

13 4 4 層 〝 残 16．1

1 3 5 4 層 〝 残　 6

136 4 層 土　　　 玉 3．4 3．2 2 9．35　9

13 7 E 4 層 〝 2．8 2．6 1 5．25　9．

13 8 E 4 層 土　　　 玉 2．9 2．9 1 9．15　9

13 9 〝 4 層 〝 2．8 3 2 0．1 9　 円筒形

140 〝 3 層 寛 永 通 宝

14 1 F 5 層 琢蓋 （輪） 15．8 2．8
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番号 地 区 層　 位 形　 態

I

口　　 径 】 器　　 高 備　　　　　　　 考

142 1 9 3

1 4 3 1 7．4 3．5

1 4 4 1 3．4 2．7

1 4 5 1 5 3．2

1 4 6 14．6 3．1

1 4 7 高 台 付 杯 残 1．7 静止 ナデ

148 〝 残　 2．3

1 4 9
l

杯　　　 蓋 17．6 3．2

1 5 0 〝 16．4 残　 3．5

1 5 1 2 層 紡　 錘　 車 上 2．8 ， 下 5 3．3

1 5 2 5 層 高 台 付 杯 9．5 3．95 静止 後 ナデ

153 5 層 14．2 4．45 静 止後 ナデ

154 5 層 17．4 5．3 へ ラ記号 ×

155 5 層 13．8 ． 5．1 へ ラ記号 ×

156 ‾5 層 杯　　　 蓋 15．3 2．8

．15 7 5 層 盤 残　 3．8

1 5 8 5 層 土不　　　 身 1 1．6 4．5 窯印 ＋

159 5 層 〝
．
1 5．8 ・4．4 静止

16 0 5 層 班 休 部最大 径 8．8 残 10．9

1 6 1 2 層 土壁 14．7 14．7

1 6 2 5 層 小形壷形土器 9．6 5．1

1 6 3 2 層 鉢 残　 3．6 格子 状叩 き

164 5 層 〝 26．8 残　 8．2

16 5 5 層 ＝土ご璽 20．2 残　 5．4

1 66 5 層 竃 残 27．6

1 6 7 5 層 〝 残 15．9

1 6 8 2 層 小形土製支脚 残　 8．2

1 6 9 5 層 土　　　 玉 3 3 2 5　9

1 7 0 2 層 2．8 2．6 1 6．35　9

1 7 1 2 層 2．3 2．7 1 6．4　 9

1 7 2 F 5 層 3．3 3．2 3 3．95 昏

17 3 F 5 層 土　　　 玉 2．9 2．5 1 8．35 9．

17 4 5 層 〝 3．1 2．7 1 7．95　昏

17 5 6 層 〝 3 2．9 2 2．05 9

1 7 6 5 層 黒 曜 ・石 片

177 i G 4 層上面 高　　　 塚 残　 5．4 2 段透 し
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番 可
地 区 層　 位 形　 態 口　　　　 径

器　　 高 ！
備　　　　　　　 考

17 8
残　 6．7

1 79
残　 7．5

1 8 0 地 9 ．2 残　 2 ．2

18 1 高 台 付 杯 10 ．2 4 ．2 静 止 後 回 転 ナデ

1 8 2 1 5 ．2 4 ．7

1 8 3 1 6 ．6 4．5 静 止 後 回 転 ナ デ

1 8 4 1 4 ．2 4 ．2 へ ラ記 号　 ソ

18 5
l

残　 2 ．1 へ ラ記 号　 －

18 6 杯 蓋 （輪 ） 16 3 ．4

1 8 7 1 7 ．4 3 ．2

1 8 8 1 3 ．4 2 ．2 へ ラ 記号 －

18 9 1 9 5 ．1 へ ラ 記 号 ×

1 9 0 1 7 2 ．7 へ ラ 記 号 －

1 9 1 1 1．8 残 1．7 へ ラ記 号 X

1 9 2 杯　　　 身 1 1．8 4 ．1

1 9 3 〝 1 2 ．8 4．1 へ ラ記 号次

19 4 ＝土ご璽E 1 8 ．4 残　 7

1 9 5 土　　　 玉 3．1 3 2 8 ．7 5 9

1 9 6 3 3 2 4 ．9 5 9

1 9 7 3 2．6 ・ 18 ．6 5 9・

1 9 8 残　 3 ．1 残　 2．9 2 0 ．2　 9・

19 9 2 ．7 2 ．6 1 4 ．4 5　 9

2 0 0 3 2 ．4 1 5．3　 昏

2 0 1 3 ．2 3 ．3 2 7 ．75　 9

2 0 2 3 2 ．7 2 0 ．8 5 9

2 0 3 3 ．4 2 ．7 2 5 ．2　 9

2 04 2 ．9 2 ．7 2 0 ．1　 g＿

2 0 5 3 ．2 3 ．1 2 5 ．8　 9
1

2 0 6 3．3 3 ．3 28 ．0 5 9－

2 0 7

2 0 8

2 0 9

2 1 0

2 1 1

2 1 2

G 4 層 上 面 3．6 3 3 5 ．2　 9　 円 筒 形

G 4 層 上 面 土　　　 玉 2．6 3 ．4 2 0 ．7 9　　 円筒 形

4 層 下 面 土 製 支 脚 8 ．5 須 恵 質

横　　　 瓶 1 1．8 ～ 1 2 ．8 2 2 ．9 ～ 2 8．1

杯　　　 蓋 1 4 ．4 2．8 へ ラ記 号 －

高 台 付 杯 1 5 ．8 4 ．5 へ ラ記 号 出

2 1 3 〝 1 1．8 4 ．4 ひ っ か き 傷 －

ー65－



番号 地 区 層　 位 形　 態 口　　　　 径－ 器　　　　 高 備　　　　　　　 考

2 14 亀 残　 7

2 15 2 7 残　 5

2 1 6 3 7 残　 3

2 1 7 残　 3．6

2 1 8 残　 5．4

2 1 9 残　 6

2 2 0 土 製 支 脚 15．3

2 2 1 1 6．3

2 2 2 l
1 6

2 2 3 14．8

2 2 4

l
18．2

22 5 1 9．4

2 26 甑 20．1 残　 7．6

2 2 7 婆 23．2 残 17．9－

22 8 2 6．6 残　 7．6

2 2 9 2 5．4 残　 7．8

2 3 0 2 5 残　 3．4

2 3 1 3 1．4 残　 5．2

2 3 2 2 2．7 残　 5

2 3 3 2 0．2 残　 7

2 34 2 4．6 残　 6

2 35 土壁 24．8 残 22．7

2 3 6 土　　　 玉 2．9 2．7 1 9．8 5 9

2 3 7 2．7 2．7 1 8．75 昏

23 8 3 3 2 5．2　 g．

23 9 3．2 3 2 2．95 9

2 4 0 3 2．9 1 6．3　 9

2 4 1 3．1 3．4 2 6．55 昏

24 2 G 4 層 下面 把　　　 手 残　 5．4

2 4 3 G 2 層 杯　　　 身 11．4 4．1 回転

24 4 2 層 1 3．2 5 回転

24 5 4 層 12．6 5

2 4 6 4 層 14．4 4 いびっ

247 4 層 杯蓋 （輪 ） 16．4 4 静止

24 8 4 層 15．6 4

2 4 9 4 層 〝　 （擬） 13．2 3．1
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番号 地 区 層　 位 形　 態 口　　　　 径 器　　　　 高 備　　　　　　　 考

250 5 層 14．3 2．8 へ ラ記号 －

251 2 層 17．2 3．5－

25 2 4 層 ．17．6 3．45

2 5 3 4 層 15．6 残　 3．2 へ ラ記号 －

254 2 層 16．25 2．85 刺突痕

255 4 層 高 台 付 琢 13．8 4．6

2 5 6 4 層 残　 3．7

2 5 7 4 層 15．6 4．6

2 58 4 層 1 3．2 4．4

2 5 9 4 層 残 1．8

2 6 0 4 層 残　 2．7 へ ラ記号 －

261 重 機 撹 乱 残　 2．8 へ ラ記号 ×

262 5 層 15．2 4．9

2 6 3 4 層 13．6 4．5

2 6 4 3 虐 13．6 4．2 爪像

26 5 2 層 9．2 3．9 へ ラ記号 －

266 4 層 15．6 5．3

2 6 7 4 層 16． 5．1 静止後 ナデ

268 4 層 16．2 5．1

2 6 9 4 層 14．4 4．7 静止　 歪 み有 り

270 4 層 15．8 4．8 静止

27 1 4 層 高　　　 塚 16．2 （脚径） 9． 10．6 （脚高） 6．8

2 7 2 5 層 〝 16．6 （ 〝 ） 8．6 1 0．6 （〝 ） 6．9

2 7 3 5 層 〝 18．8 （ 〝 ）10．4 8．8 （〝 ）　 5．4

2 7 4 4 層 短頸 壷の 蓋 9．2 2．9

2 7 5 4 層 ‘ 長　 頸　 壷 10 残 15．4

2 7 6 4 層 盤 16．2 4．1 静止

27 7 G 4 層 〝 15．6 4．4 ミ〝

27 8 G 4 層 低　 脚　 琢 15．2 （脚径）8．8 5 （脚高） 2．6 へ ラ記号 －

279 4 層 模 形 支 脚 4．1

2 8 0 5 層 円　 面　 硯 14．4 2．1

2 8 1 5 層 柑 5．7 3．3

2 8 2 5 層 施 体都塵大径 8．4 1 1．6

28 3 5 層 鉢 型 土 器 14．8 1 1．5

2 8 4 5 層 竃 28．6 残 19．4

2 8 5 4 層 〝 残 30．8
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番喜 昭 区 l 層 位
形′　態 ．

口　　 径 ！ 器　 高 l 備　　　 考

28 6 2 層 〝 残 ．4．9

2 8 7 4 層 蛮 残　 5．4 墨跡

28 8 G 2 層 土　　　 玉 2．8 3．2 1 9．2 9

2 8 9 F　 西 3 層 甑 底径 13．2 残　 6．9

2 9 0 3 層 〝 2 6 残　 6

2 9 1 3 層 ・士璽E 15．6 残　 7

2 9 2 3 層 〝 15．8 残　 7．8

2 9 3 3 層 〝 残 11．3

2 9 4 13 層 蜜 26．4 残　 9．6

；29 5 3 層 〝 2 7．．8 残 14．3

2 9 6 3 層

l

土 製 支 脚 残　 5．6

2 9 7 3 層 杯蓋 （輪 ） 14．8 3．5

2 9 8 F　 西 酎 要義豊 蛮 24．6 残 12．8

2 9 9 E　 西 地 山面 よ り
浮いて 出土

士璽E 1 6．8 残　 7．3

3 00 F　 西 地 山面 よ り
浮いて 出土

竃 34．6 3 1．9

30 1 E　 西 2 層 高　　　 塚 底径 8．8 残　 7．5

30 2 F　 西 3 層 高 台 付 杯 残　 2．3 へラ記号四

303 〝 3 層 〝 残 12．1

3 04 〝 3 層 〝 12．8 4．85

3 0 5 E　 西 3 層 杯　　　 蓋 残 1．3

30 6 〝 2 層 ・＝ヒ蟹 残 14．2

3 0 7 F　 西 2 層 〝 残 1．9 静止

308 E　 西 2 庖 蛮 16．4 残　 4．2

30 9 F　 西 2 層 〝 継 目痕

3 10 E　 西 3 層 鉢 残　 4．1

3 1 1 F　 西 2 層 〝 19．4 9

3 12 〝 2 層 把 手 付 鉢 残　 5．3

3 13 F　 西 2 層 竃 残 3 1．6

3 14 I 高 台 付 杯 残　 4．4

3 15 〝 杯　　　 身 8．6 2．55 回転

31 6 J 〝 14．4 4．4

3 1 7 〝 琢蓋 （輪） 残 1．8

3 1 8 不　 明 不　 明 杯　　　 蓋 13．7 3．2 Ⅲ期

i
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A－2，3トレンチ

完掘状況

A－1トレンチ作業風景

A－1トレンチ完掘状況
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B－1トレンチ作業風景

B－1トレンチ完掘状況

C，Dトレンチ完掘状況
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ここ、・　B－2トレンチ

、、・！

肇鮮∵志＿，一㌔、㍉」
西壁セクション

”SK O3出土手捏土器
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SK O3出土手捏土器
（逆さに見る）

SKOl調査中
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SKO2出土遺物

蒜南面〒串圏霞渾土器群B
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F区出土遺物

G区土器溜り出土遺物

G区出土模型支脚
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G区出土円面硯

F西拡張区
生活用具のみの土器群

Jトレンチ完掘状況
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Iトレンチ完掘状況

Hトレンチ完掘状況
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A，B，Dトレンチ各層出土遺物
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土器群A出土遺物
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土器群B出土遺物
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E区各層出土遺物
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E区各層出土遺物
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ゝ蠣
〃表書。5 後か，15

E区各層出土遺物
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E区各層出土遺物
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池　ノ　奥　窯　跡　群

1．調査の経過について

池ノ奥窯跡群の地番は，松江市大井町字池ノ奥904～908である。調査は第1次と第2

次に分かれ　窯本体の位置，基数，規模，範囲等を確認することを主たる目的とした。ま

た，これに関連して，灰原や周辺の遺構の確認をおこなった。

川　第1次調査

第1次調査は，昭和61年9月18日から昭和62年1月16日までの期間，計77日間を費やし

て実施した。今次の調査対象区域は二つの丘陵に挟まれた谷間の水田平坦地とその北側に

段をもって画されているうちの下段の緩斜面からなる（第1図）。

9月18日より地形測量を始め，遺物散布地と想定した水田平坦地の東側に5×10mの調

査区を二ヶ所設け，掘削を開始した。当初は全体を5×10mの調査区をもって覆う予定で

あったが，調査の途中水田のすぐ北側の下段の崖断面に三ヶ所，窯体の破片と多数の遺物

を伴った黒色炭化物層を検出し，またちょうど翌年度の調査区との境の上段の崖断面で二

ヶ所，窯体の露出を確認した。よってこれらを下段東から1◎2◎3号窯跡，上段東から

4◎5号窯跡と呼称することとした。この状況を受けて，各々の状況をより正確に把握す

るべく，不定形ながら，第2図に示すように調査区を再編成した。

調査の過程で，灰原調査区である水田平坦地の中央を東西に走る排水路より北側の大部

分で，後述する“2次堆積層内の灰原層”を検出した。一部南側でも同様な“2次堆積層

内の灰原層”が検出されたが，北側とは出土遺物の趣が異なり別の窯跡があったことを窺

わせた。またC－5区で6号窯跡を検出したが，これは後述する“灰原層”の直上に構築

されていた。本窯跡はかなり削平され天井も崩落し，床面長3．1m程しか残存していなか

った。また島根大学理学部の伊藤晴明氏と時枝克安氏に協力を願って，考古地磁気の測定

を実施した。
t

これら一連の動きと平行して，各窯跡の遺存状態を確認する作業をおこなった。その結

果，既述の1◎2◎3号窯跡は窯跡ではなく，1e2号窯跡は灰原の一部，3号窯跡はそ

の形状や出土遺物から別の性格の遺構，であると思われた。4号窯跡は崖断面で確認した

ところ天井は既になかったが，両側壁は内傾しつつ高さ0．7m，窯体幅2．0mを計った。

今次調査で焚き口◎燃焼部分の範囲確認調査を実施した結果，焚き口部分を含め長さ6．4

m以上を計る堅緻な窯跡であることが分かった。

5号窯跡は4号窯跡の西側に約9mを隔てて位置しており，崖断面に側壁高0．6m，窯体
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幅1．8mを計る窯体が露出していた。天井とこれより前面に本来検出されるはずの窯体は

後世の削平により消失していた。4号窯跡と比べて，窯体の厚みはそれほどなく脆い印象

を受けた。

4号窯跡東側に広がる緩斜面を東部調査区とした。窯跡に隣接しているため，当初工房
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跡か工人の生活関連の遺構があるのではないかと予想された。調査の結乳建物とするに

は至らなかったが20穴以上の柱穴と思われるピットが検出され，出土した遺物に竃片や土

製支脚，土師器の婆などがあること，また東端部分で3基の焼土壌を検出したことと併せ

て，何らかの生活跡とする可能性が高まった。

今次の調査では特に水田平坦地の調査区で相当の出水に悩まされた。このために灰原

と6号窯跡のより深い部分での調査を断念せざるを得なかった。また一部の畦の崩壊によ

り，土層を十分に観察できなかった。これらのことは裏を返して言えば、土器作りに不可

欠の水の供給には事欠かなかったという証左と考えることができよう。

（2）第2次調査

第2次調査は昭和62年4月2日から9月7日までの期間，計100日間を費やして実施し
I

た。今次調査は，既にその存在が確認されている4◎5号窯跡の精査と窯跡周辺の遺構の

有無◎性格を確かめることを目的とした○調査区域は，袋とじ図①に示すように第1次調

査で4号窯跡を検出した緩斜面とその上段の緩斜面からなり，4号窯跡主軸方向に合わせ

て5×5mの調査区を設定して掘削を開始し，両窯跡とも覆土を除去してその遺存状態を

確認した。

4号窯跡は全長14・3m，最大幅2・Om，窯体の厚みは最大で12～14cmを計った。天井は

既に崩落しており，床面上からは須恵器の蛮片e蓋軒高坪等が1，700片以上出土した。遺物を
1．．

除去して床面を精査した結果，全体的に補修の跡が見られ，燃焼部から焼成部にかけては

部分的に二重構造であった。ただし煙道部付近には何らかの原因で穴があいており，この

周辺の床面と焚き口◎燃焼部の天井は後世の削平により失われていた。窯の周囲には上屋

の存在を窺わせる柱穴が，また煙道部上方には溝状の遺構が検出された。

5号窯跡は焼成部から煙道部にかけて残存し，その長さは6．1m，最大幅1．8m，厚み

4～10cmを計り，天井の殆どは後世の削平によって消失しており，床面は一重であった。

また，両窯跡とも考古地磁気の測定を実施した。

さて，上段の緩斜面地域を北部調査区として調査を実施したところ，北端部では住居址

と思われる遺構が認められ，工人集団との関連も想起された。また4号窯跡東側では広範

囲に遺物が散布しており，5号窯跡上方では焼土や祭杷用の遺物を検出したが，この他に

は遺構は認められなかった。

以下に各遺構◎遺物の概要を詳しく述べるが，その前に本窯跡群周辺の窯跡について若

干紹介しておきたい。
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2．遺跡の立地と周辺の窯跡について

池ノ奥窯跡群はp　通称“不動山”（標高162m）から南西に派生する丘陵の南向き斜面

に位置する。この丘陵は急斜面を呈しながら中海沿岸までせり出し，その所々に狭く細長

い谷間を形成しており，本窯跡群はこのうちの一つの谷の南向き斜面に所在していた。そ

して本窯跡群が所在する谷を“池ノ奥谷”としてより仔細にみると，谷の北と南側に上下

二段の緩斜面が，中央部に水田が，東（谷の入り口）と西（谷の奥）側に溜池が，存在す

る。南北の緩斜面は共に畑のために開墾されていたり，上下二段の緩斜面の間や斜面と水

田の間には各々崖断面があり，以前にかなり削平されたことを物語っており，元々の地形

を呈してはいない。この谷の北側の南向き緩斜面に4e　5号窯跡がほぼ平行して同じ

標高に，また6号窯跡が谷中央部の北側水田の真下に，構築されていた。

1池ノ奥窯跡

2　廻谷窯跡

3　パパタケ窯跡

4　勝田谷窯跡

5　明曽窯跡

6　山津窯跡

7　寺尾窯跡

8　岩汐窯跡

9　唐干窯跡

10　四反田窯跡

第3図　須恵器窯跡分布図
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翻ってより巨視的に見ると，通称“不動山”の南側にも独立した通称“城山”（標高114

m）があり，これから派生する丘陵も中海沿岸までせり出し，その所々に狭く細長い谷間

を形成している。また通称“不動山”の西側には，『出雲国風土記』の“女岳山”と推定
註1

されている和久羅山（標高262m）があり，これから派生する丘陵も急な谷間を形成して

いる。つまり本窯跡群の北e南e西側は三つの山に囲まれ，今日でもこの谷間を縫うよう

に細い道が通っており，陸路交通の不便な所である。しかしこの東側には中海が広がって

おり，古代からかなり海路の交通には適していたようである。

このような地形の〔大井」地域は，天平5年（西暦733年）2月30日勘造の『出雲国風

土記』の島根郡の条に「大井社」とか「大井浜。則ち海鼠。海松あり。又，陶器を造れり。」

等と紹介されているように，古代においては一大須恵器生産地域，現代風に言えば一大先

進工業地域であったと言え，かなり昔から開けていたことが知られる。そしてこの『出雲

国風土記』の記載どおり，現在大井周辺地域ではこれらの狭く細長い谷に点在する8ヶ所
註2

の須恵器窯跡群の存在が知られており，今回報告しようとする池ノ奥窯跡群を加えると9

ヶ所になる（第3図）。つまり，この本窯跡群（第3図①）は大井古窯跡群の一支群であ

ると言え，今後も新たな支群が発見される可能性は強いと思われる。
註3

さて大井古窯跡群については，大正14年に野津左馬之助氏が紹介したことに端を発し，
註4

次第に研究成果が蓄積され，今日では廻谷支群（第3図②）で山陰須恵器編年I期の蓋塔◎

壷e聾が採集されたり，パパタケ支群（第3図③）◎勝田谷支群（第3図④）e明曽支群

（第3図⑤）e山津支群（第3図⑥）で奈良時代の須恵器が採集されていることから，本
註5

古窯跡群は5世紀末頃から8世紀前半頃まで操業していたと思われていた。しかし今回の
註6

調査の結果，詳しくは後に報告するように，池ノ奥6号窯跡そ9世紀～10世紀代の須恵器

を出土したことにより，大井古窯跡群ではさらにその操業期間が長くなり，5世紀末頃か

ら10世紀頃までの約400年以上もの間，操業していたことが分かった。

しかし，これらの各支群の大半が県道敷設工事などによって偶然に発見され，本格的な

発掘調査は今回まで実施されなかった。このため従来の研究は各支群から表採された須恵

器を手掛かりに進められることが多く，その説得性は弱く，かつ本古窯跡群の実態は未だ

解明されていなかった。

さて今までに島根県内で須恵器窯跡の本格的な発掘調査が実施されたのは，益田市の芝e
註7　　　　ほんかたご　註8　　　　　ひなし　註9　　　　　こそし　　　　註10

中塚窯跡群，同市の本片子窯跡，浜田市の日脚窯跡，松江市の古曽志平廻田窯跡の四ヶ所

しかなく，須恵器窯跡研究においては後進県と言わざるを得ない。このような状況の中で

今回，出雲地方の古墳時代後期の窯跡の発掘調査が，しかも一支群とは言え当地方の須恵
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器生産の中心地域の大井古窯跡群内で実施された。この結果幾つかの新事実が判明したこ

とは，今後の大井古窯跡群の研究や出雲地方の須恵器の研究，ひいては当地方の古墳時代

後期の実態の解明にとって新たな指針を与えるものであり，非常に有意義と思われる。

以下，今回の調査の概要を述べ，幾つかの問題点について触れてみたい。

註

註1　加藤義成『修訂　出雲国風土記参究』

註2　大井周辺地域の窯跡群を総称して，「大井古窯跡群」と呼称しているが，この概要を記したもの

に，

東森市良「大井e大海崎窯跡群」（『島根県大百科事典』1982）

島根県教育委員会『島根県生産遺跡分布調査報告書Ⅲ　窯業関係遺跡』1985

柳浦俊一「出雲地方の須恵器生産」（『山本清先生喜寿記念論集　山陰考古学の諸問題』1986）

島根考古学会『島根考古学会誌　第6集』1989

などがある。

註3　島根県内務部島根県史編纂掛編『島根県史　五』1925

註4　山本清「山陰の須恵器」（『島根大学関学十周年記念論文集　人文科学編』1960）

註5　佐々木稔。庄司健太郎「池ノ奥窯跡」（『考古学ジャーナル』　267号1987）

註6　島根県教育委員会『高広遺跡発掘調査報告書一和田団地造成工事に伴う発掘調査－』1984

註7　大川清e田中義昭。西垣丹三「島根県益田市西平原窯址」（『古代』29。30合併号1958）

註8　益田市教育委員会『本片子遺跡◎木原古墳』1982

註9　丹羽野裕「島根県日脚遺跡」（『日本考古学年報』361986）

註LO　島根県教育委員会文化課主事　丹羽野裕氏の御教示による。
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3．調査の概要

廿）4号窯跡

ア，現　　　状

本窯跡は前述のように標高31～35mの南向き斜面に位置しており，本窯跡の西方約9m

には5号窯跡が位置する。さて本窯跡は既述のように調査以前から確認されていたが，上

下二段の緩斜面が畑として開墾されたり，上段の緩斜面には家畜の牛馬を埋めた墓標が建

っていたり，この北側の少し離れたところには穴が一穴開口していたことなどからみて，

本窯跡の遺存状態は翠く，かなりの撹乱e削平を受けているものと思われた。また開口し

ていた穴は，窯に関係するものか，後世の撹乱によるものか，全く判断がつかなかった。

ィ，窯構造と層位

本窯跡は半地下式無段害窯で，主軸を等高線にほぼ直交させその方向はN－6。4g4伊－

Eであった。規模は全長14・3m，床面最大幅2．0m，窯体の厚さ12～14cm，床面傾斜角度

は18～210を計り，全体的に“ウナギの寝床”状の細長い平面形を呈していた。

調査前に確認していた穴は，本窯跡の天井の一部の崩落箇所であった。そして天井はす

べて崩落していたものの，焚き口部分と煙道部分以外は殆ど撹乱は受けておらず，天井の

崩落過程を推定できる程に遺存状況は良好であった。

床面を見ると，煙道部付近に1．7×1．3m，深さ0．8mの楕円形を呈する穴が開いてお

り，ここには床面は存在しなかったが，全体的に補修痕が認められ二重構造になってい

た。

一方，本窯跡の付属施設としては，本窯跡の北側に隣接するように総延長13．2m，上端幅

2・2m，深さ30～60cmの“コの字”状を呈する溝状遺構が認められたが，これは雨水など

から本窯跡を守るために設けられた“排水溝門と考えられる。そしてこの“排水溝”を詳

細に調査した結果，本窯跡の主軸延長線上の地山面に密着した状態で焼土が集中して検出

された。このことから，このバ排水溝門はH排煙口のをも兼ねたものであったと思われる。

また左右の窯体に隣接するように径20cm程の柱穴と思われるピットが10穴程認められたが，

これもやはり雨水などから本窯跡を守るために設けられた“上屋”と考えられる。さらに，

本窯跡周辺の地形は緩やかな段状を呈していた（袋とじ図②）。

焚き口e燃焼部

焚き口から3・6m程奥にいった所で窯体が狭まり，また床面の傾斜角度も変わっている。

よってこれまでを焚き口e燃焼部とする。長さ3．6m，床面幅は2．0m，傾斜角度は40程

を計り，床面はほぼ平坦である。床面上に柱穴と思われるピットが7穴あり，内2穴は削
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第4図　4号窯跡遺物出土状況図①（浮き）
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第4図　4号窯跡遺物出土状況図②（密着）
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第4図　4号窯跡遺物出土状況図③（潜り込み）

第4図　4号窯跡下の床面遺物出土状況図（彰（密着のものは赤，潜り込みのものは黒）
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平面から掘り込まれている。また床面は，一部に黒色炭化物層の中間層を挟む上下二層か

らなっており，焚き口での厚さは12cmを，燃焼部での厚さは16cmを計る。床面の上に，須

恵器◎焼土◎炭化物を多く含む暗赤褐色土が16cmの厚さで堆積していた。

天井は削平され，焼成部近くに12cm程の厚さをもつその一部が残存していただけで，他

には残っていなかった。

焼　成　部

主軸長は10．3m，床面幅は2．0m，傾斜角度は18～210を計り，燃焼部と比べ若干の広が

りを見せるものの，ほぼ“ウナギの寝床”状の細長い平面形を呈していた。焼成部下半の

長さ4m余りの床面は厚さ10cm程の一層からなっているが，9ヶ所程床面が急速に落ち込

みそこに青灰色に還元された砂層が入り，その上からこの落ち込みを補修した形で新たな

床面が作られているのが確認された。焼成郡上半の長さ2．8m余りの床面は，暗赤褐色土

の中間層を挟む上下二層からなっている。また煙道部付近には既述の大穴が開いており，

ここには床面は存在せず深く陥没していた。

堆積土をみると，下半部は上から順ににぷい黄橙色土◎にぷい褐色土。にぷい赤褐色土が

きれいに堆積していたが，上半部は撹乱されたように，にぷい褐色土◎褐色土◎にぷい赤

褐色土◎赤褐色土◎オリーブ灰色土が天井の窯体片とともに複雑に入り乱れて堆積してい

た。

天井はよく焼け，還元状態で濃青灰色を呈しており，崩落していたにも拘らずよく残っ

ていた。しかし崖断面付近ではヒビ割れや割れ目の溝が縦横に走っており，床面上まで上

下逆転した天井が多くの塊となって落ち込んでいた。このことから焼成部上半の天井に大

きな力が加わり天井全体に歪みが生じて，崖断面の方に向かって斜めにずり落ちる形で崩

落したものと思われる。そしてE－E切横断面で天井の復元を試みる七，高さ1．6m程にな

りかなり高い天井であったと思われる。また天井の破片を注意深くみると，天井の内側に

竹か木と思われる凹みや藁のような痕跡が認められたことから，従来知られているように，

天井e窯壁を構成するための骨組が作られたのちに天井◎窯壁用のスサ入粘土が塗られた

と思われる。さらに煙道部近くになると，調査以前に確認した天井の一部以外は残存しな

かった。

煙　道　部

長さ36cm，床面幅1・1m，残存高19cmを計るが，床面より上は削平されており詳細は不

明であった。ただし床面は厚さ12cm程の一重であり，この上には厚さ4cm程の焼土が堆積

していた。
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ウ，出土遺物

本窯跡から出土した遺物は殆どが破片状態で計1，732片程を数え，これらの器種の割合

は，賓が53％，蓋杯が43．6％，高杯が3％，壷が0．3％，提瓶が0．1％であった。

さてこれらの遺物の出土状態を見ると，焚き口◎燃焼部と焼成部のちょうど境目あたり

にあたかも上の方から転げ落ちて関止まったかのように，器種には無関係に多量の破片

が集中して出土した。

一方，調査時において本窯跡内の全遺物は一点ずつ番号を付け図面に出土位置を落とし

て，「床面より浮いたもの（以下「浮き」とする）」e「床面密着のもの（以下「密着」

とする）」◎「床面に潜り込んだもの（以下「潜り込み」とする）」と三区分して取り上げ

たが，上述のことは三区分共に言えることである（第4図①e②e③）。これと共に焼成
l

部の床面に密着した状態で，径30cm程の粘土塊が3個出土した。これは，壷や賓の破片を

利用した窯道具（焼き台）と同じ用途をもつものと思われる。また煙道部付近の大穴の周

囲からもやや集中して出土したが，この殆どは「浮き」のものであった（第4図①）。更

に，出土須恵器の割れ目が二次的な焼成を受けて自然粕が付着していたり，器表面がポロポ

ロの状態を呈するもの（以下「二次」とする）とそうでないもの（以下「非二次」とする）

とに注目しながら，遺物の破片接合作業を行った結果，既述の三区分，「二次」e「非二

次」や出土位置には無関係に接合したものが多かった。一方，下の床面関係の遺物も既述の

ようにして取り上げたが，若干の破片しかなかった（第4図④）。

これらのうち実測できたのは計239点であった。上の床面関係の内訳は，浮きの非二次

では，坪蓋が18点，杯身が12点，高坪が10点，横瓶。壷が各2点，提瓶の把手e直口壷◎

壷の蓋◎陶棺が各1点，嚢が19点，の計67点で，浮きの二次では，杯蓋が24点，坪身が12

点，高杯が6点，壷が4点，壷の蓋が1点，壷や婆の破片を利用した窯道具（焼き台）が
J

9点，聾が12点，の計68点で，密着の非二次では，杯蓋が8点，杯身が4点，高塀が1点，

直口壷が1点，婆が4点，の計18点で，密着の二次では，杯蓋が16点，杯身が9点，

高杯。横瓶が各2息　壷。壷の蓋が各1点，壷や婆の破片を利用した窯道具（焼き台）が1点，

聾が11点，の計43点で，潜り込みの非二次では，杯身が1息　高坪が1点，賓が1息　の

計3点で，潜り込みの二次では，杯蓋が13点，高塀が2点，壷◎壷の蓋が各1点，婆が5

点，の計22点であった。

一方，下の床面関係の内訳は，浮きの非二次で賓が3息　浮きの二次で壷や嚢の破片を利

用した窯道具（焼き台）が1点，婆が3息　密着の非二次で杯蓋が1点，密着の二次で杯

身が1点，蜜が2点，潜り込みの二次で杯蓋が3点，坪身が2点，高塀が1点，の計17点

－106－



第5図　4号窯跡出土遺物実測図①（1！3）
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第6図　4号窯跡出土遺物実測図②（1月）
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第7図　4号窯跡出土遺物実測図③（1／3）
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第8図　4号窯跡出土遺物実測図④（1！3）
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第9図　4号窯跡出土遺物実測図⑤（1／3）
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第10図　4号窯跡出土遺物実測図⑥（1／3）
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